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このニュースは中央団体と県連絡会に送付しています。地域連絡会・加盟組織に送って下さい。

８月３０日投開票を決定、麻生・自公政権と増税勢力に審判必ず
麻生首相は７月13日、与党幹部と会談し、21日にも衆院を解散して、８月18日公示、30日投開票の日程で総選挙を行うことを表明しました。与党内で解散先送り論が強いことも踏まえ、お盆後の投開票で総選挙に臨むことにし、それまでに衆院で審議中の北朝鮮制裁の「貨物検査特措法案」を成立させたい考えもあると報道されています。「政権選択」キャンペーンは都議選以上に強まることが予想されますが、「社会保障にこそ税金を回せ」「消費税増税は絶対許さない」の大運動をさらに大きくし、総選挙で増税勢力に厳しい審判を下していきましょう。

＜各地のとりくみ＞

★衆院候補者招き「政策を聞く会」「消費税増税問題を考える学習会」開催＜岩手＞　「くらしを考えるネットワーク」（いわて生協、いわて労連、岩手県商連など７団体で構成）は６月24日、「消費税と社会保障について政党の政策を聞く会」と「消費税増税を考える学習講演会」を開催、１７０人が参加しました。「聞く会」には自民党の高橋比奈子さん（衆院岩手１区候補）、民主党衆院議員の階猛さん、日本共産党のせがわ貞清さん（衆院比例候補）、社民党の伊藤昌弘さん（衆院岩手１区候補）が出席。公明党は欠席し事前アンケートにも回答しませんでした。
自民・高橋さんは社会保障の拡充を望むのであれば増税をするしかない、それを国民と一緒に考えたい、と発言。民主・階さんは税率アップには反対と述べたものの「ムダを削減し行政への不信を解消しないと増税への理解は得られない」と語り将来の増税論議を否定せず、「消費税を社会保障の財源にすること」に賛成を表明しました。共産・せがわさんは消費税の増税には絶対反対、食料品にかかる消費税を減税し国民の暮らしを支えるべきと話しました。社民・伊藤さんは増税には反対を表明したものの、民主党との選挙協力について話しました。
その後の「講演会」では、山田和江税理士が「消費税はまさに命にかけられる税金。そんな逆進性の『穴』はどんなことをやっても埋められない。『福祉のため』というなら、消費税を廃止したほうがいい」と述べました。

★「社会保障のため？　国民をばかにするな」＜京都・中京＞　中京各界連は６月24日、三条商店街の西友前で宣伝し、民商の６人はじめ全体で10人が参加しました。最初に原田完府議会議員が、この間現場に入って調べた中小業者の厳しい実態を報告し、このような時期の増税はとんでもない、と話しました。続いて民商の村端会長代行が社会保障を改悪しておきながら｢社会保障のため｣を言って増税を狙うのはあまりにも国民をばかにしている、と訴えました。民商婦人部の望月副部長らが買い物客に積極的に話しかけ、18人から署名が寄せられました。

★緊急活動者会議開き運動強化を確認＜神奈川＞　神奈川県各界連は6月30日、緊急の活動者会議を開き15団体４地域から33人が参加しました。中央各界連の嶋岡事務局長が全国の取り組みなどを紹介し、浦野広明立正大教授（税理士）が消費税と社会保障・憲法の関係について講演。税金は憲法の立場からは「すべて福祉・社会保障目的税」であること、平和のためにつかわれなければならないことを説明、消費税のみを「福祉目的税」とすることは憲法理念から間違いであるし、「福祉を求めるなら消費税を上げる。それがいやなら福祉を求めるな」という結論になる、と強調しました。さらに、世界第二の経済大国で貧困と格差が広がり、悪税が実施されているのは「政治の貧困にほかならない」とし、あらゆる選挙で有権者が庶民増税に反対する意思表示＝「税民投票」を行うことが必要、と訴えました。県各界連の小川事務局長が提起した、①増税反対賛同者の名簿、号外をもって団体やスーパーへの申し入れ、②個人署名１００万、団体署名２００を早急に達成、③地域での学習会の推進、④地域各界連の再建、の行動提起を確認しました。

★１年の運動前進に確信に、総選挙での奮闘を決意＜埼玉＞　埼玉県各界連は６月18日、さいたま市内で団体・地域代表者会議を開き９団体78人が参加しました。会議に先立って「消費税に頼らなくても社会保障の財源はある」と題して学習会をおこない、埼玉社保協の丸山信二事務局長が講演。消費税導入後20年間は社会保障改悪の連続であったとし、政府・自民党公明党の国民犠牲の政治を批判しました。また、大企業・大金持ちの税金を導入前に戻し、軍事費削減、公共事業を生活密着型に改善するなどすれば、財源は確保できると強調しました。最後に丸山氏は「格差社会を是正し消費税増税をストップさせる最大の保障は、目前の総選挙で真に国民のために頑張っている政党の議席を伸ばすことだ」と奮闘を訴えました。そのあと、県各界連の山崎一良事務局長が、署名が35万人分に達したこと、学習会が旺盛に開かれ、地（2ページに続きます）

域各界連の再建も進んでいることなど活動のまとめ、１年間の方針を提案し、確認されました。

★毎週宣伝カー、あちこちで対話、激励も＜青森・東青＞　東青各界連は６月以降、24日以外にも毎週地域のスーパー前での行動をおこなっています。24日には新町さくら野前で９団体14人が行動。あちこちで対話がおこなわれ、「消費税は値上げさせないで」「頑張って」と激励も次つぎ、47人から署名が寄せられました。16日の行動では６人がスーパー前などで宣伝。買物帰りの人は「１回限りの給付金なんか要らないから増税はやめてほしい」、堤町商店街の商店主は当初、「増税は仕方ない。今の借金や年金の財源がないんじゃないか」と言っていましたが、株取引の税金を半分にまけていること、減税した法人税を元に戻せば６兆円の財源は作れることを話すと「全部は納得してないが」と言いながらも署名に応じました。

★税金無駄遣いに怒り＜静岡・清水＞　清水各界連は６月24日、いっせい宣伝行動に呼応し駅前銀座アーケード入り口で行動。ある主婦は「赤字の静岡空港に県民の税金をつぎ込むなんて許せない。知事や賛成した県議は責任をとるべきだ」と怒りの署名をしてくれました。

★最初は拒否の人も「やっぱり署名します」＜岐阜・西濃＞　西濃各界連は６月21日、大垣駅のヤナゲン前で10人が宣伝。買い物客もまばらで通り過ぎる人が多かったのですが、行きも帰りも署名を断っていたある主婦は信号待ちで振り返り、「やっぱり署名します」と一変。１時間で54人から署名が寄せられました。

★現職知事も増税推進との話に「ひどいね」と通行人＜兵庫・尼崎＞　尼崎各界連は６月２４日、ＪＲ尼崎駅南で１１人が宣伝。民商の土谷洋男会長らが｢麻生首相は２０１１年度以降、消費税率を段階的に引き上げて１２％にまでするとの試算を発表した。民主党の鳩山代表も『４年間は引き上げないが次の次の選挙では排除しない』との方向だ｣と訴えました。県知事選挙のさ中でもあり、参加者が「いまの知事も増税推進の１人です」と話すと、「震災での『チャンス発言』など、ひどいですね」と署名にも応じてくれるなど、３４人から署名が寄せられました。
★「分からない」という人たちにこそ対話が大事＜岐阜＞　岐阜県各界連は６月５日、「消費税増税を許さない学習交流会｣を岐阜市で開き52人が参加しました。講師の消費税をなくす全国の会の梅村早江子事務局長は「消費税のアンケートを取ると、半数以上の人が『分からない』と回答する。20歳代の人たちは生まれてから消費税が当たり前の社会で生きてきたわけだから、はっきりと怒りをもって『反対』『廃止しかない』という人は実は『少数派』。しかし、『分からない』という人たちに消費税の不平等性や逆進性のこと、『消費税ができてくらしがよくなったか？』と問いかけると、『反対』に変化する｣と話し、今後の運動への展望を話しました。

＜５月の行動の続報＞

★食料品非課税は切実！　主婦の反応が抜群＜埼玉・越谷＞　越谷各界連は５月の行動で２カ所に５団体44人が行動。署名２２８人分が寄せられ、ティッシュは１４００個を配布しました。「６月議会に『せめて食料品はゼロ税率に』との請願書を出します」と訴えると反応は抜群で、主婦のみなさんから「家計を切り詰めている中で先行き不透明。せめて食料品に税金がかからないとなると、とても助かる」との意見が多数寄せられました。また、イギリスなどで税率を引き下げていることも話すと「日本も生活にやさしい制度に変えてほしい」との声も寄せられました。

★チラシ配りの人、女子高生も集団で署名＜北海道・札幌北部＞　札幌北区各界連は５月26日、地下鉄北24条で４団体10人が行動。久々に晴れた日ということもありチラシの受け取りがよく、近くのレストランのチラシを配布していた人が「私にも署名させてください」と来たり、女子高生が友達と一緒にみんなで署名していく姿もありました。

★１時間で１５４人もの署名が＜福岡・小倉＞　小倉各界連は5月24日小倉駅で宣伝。民商7人、健和会病院15人、新婦人9人の31人が参加し、１０００円の募金と１５４人から署名が寄せられました。

★福祉のためはウソと町の声＜京都＞　京都各界連は５月22日、伏見・大手筋で伏見連絡会と合同で宣伝。小雨の中でしたが、11人が元気よく行動し、なくす会の木下さんは「消費税導以来政治はどんどん悪くなる。アメリカではオバマ大統領が『核兵器のない世界をめざす』というなど政治が変わっている。選挙で政治を変えよう」、伏見民商の加藤さんは「消費税の増税は中小業者にとって大変な負担になり、商売できなくなる業者も多い。なんとしても増税をやめさせよう」と訴えました。チラシの受け取りもよく、「政府のやり方はメチャクチャや。消費税は福祉のためといいながら、福祉はどんどん悪くなっている。頑張って」（年金生活者）、「消費税増税は困るね」（主婦）などの声が寄せられました。

★激励の声も次々かかって＜京都・亀岡＞　亀岡各界連は５月24日、7人が西友前で宣伝。時折、霧雨で少ない人通りでしたが、署名をしてくれた人が「増税させんように頑張って」、参加者の知り合いが「頑張っとるなー」と声をかけてくれるなどもありました。署名は54人から寄せられました。

★京都の各地で各界連が再建すすむ　京都・左京連絡会は５月26日に７団体30数人が参加して再開集会を開きました。「この運動は通年で頑張らねば」など活発に議論し、運動方針を確認しました。宇治連絡会も再開に向けて、6月2日に書記局・事務局会議を開きます。乙訓各界連は３月に再結成集会を16人で開き、代表委員に乙訓向日民商の小倉副会長、京建労乙訓支部の村松支部長を選出しました。総会に先立って、消費税をなくす京都の会の調子事務局長を講師に学習。参加者からは「輸出大企業の10社だけで年間２兆円もの還付を受けているなんてひどい。消費税増税反対は必ず多数派になれると思う」と感想が寄せられました。行動計画では６月から毎月１課の署名・宣伝行動をおこなう、「増税反対」ステッカーで街を埋め尽くす、８月までに乙訓地域で３万の署名に挑戦、などを決めました。　　　　　　　　　■□
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